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15 凡　　例

凡
　
　
例

一　

す
べ
て
の
本
文
に
つ
い
て
、
私
に
適
宜
表
記
を
改
め
た
箇
所
や
、
注
記
を
施
し
た
箇
所
が
あ
る
。

一　
『
伊
勢
物
語
』『
大
和
物
語
』『
平
中
物
語
』『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
蜻
蛉
日
記
』『
源
氏
物
語
』『
枕
草
子
』『
紫
式
部
日

記
』『
梁
塵
秘
抄
』『
古
来
風
躰
抄
』『
栄
花
物
語
』『
今
昔
物
語
集
』
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
。『
源
氏
物
語
』

に
つ
い
て
は
、
引
用
部
の
末
尾
に
巻
名
・
巻
数
（
○
で
囲
ま
れ
た
数
字
）・
頁
数
（
漢
数
字
）
を
記
し
て
い
る
。

一　
『
う
つ
ほ
物
語
』
は
、『
う
つ
ほ
物
語　

全　

改
訂
版
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
一
年
）
に
よ
り
引
用
部
の
末
尾
に
、
巻
名
・
頁

数
（
漢
数
字
）
を
記
し
て
い
る
。

一　
『
落
窪
物
語
』
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。『
勢
語
臆
断
』
は
『
伊
勢
物
語
全
評
釈
』
所
収
の
本
文
、『
源
語
秘
訣
』

は
源
氏
物
語
古
註
釈
叢
刊
第
二
巻
に
よ
る
。

一　
『
万
葉
集
』
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、『
古
今
和
歌
集
』『
後
撰
和
歌
集
』『
拾
遺
和
歌
集
』『
伊
勢
集
』（『
平
安
私
家
集
』

所
収
）
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、『
古
代
歌
謡
集
』（
風
俗
歌
）
は
日
本
古
典
文
学
大
系
、『
一
条
摂
政
御
集
』
は
『
一
条
摂

政
御
集
注
釈
』（
平
安
文
学
輪
読
会
、
塙
書
房
）、『
好
忠
集
』
は
和
歌
文
学
大
系
に
よ
り
、
そ
の
他
の
歌
集
に
つ
い
て
は
、

『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。
和
歌
に
は
引
用
の
末
尾
に
歌
番
号
（
漢
数
字
）
で
記
し
て
い
る
。

一　
『
懐
風
藻
』『
凌
雲
集
』『
文
華
秀
麗
集
』『
菅
家
文
草　

菅
家
後
集
』『
性
霊
集
』
は
日
本
古
典
文
学
大
系
、『
本
朝
文
粋
』
は

新
日
本
古
典
文
学
大
系
、『
詩
経
』『
楚
辞
』『
荘
子
』『
礼
記
』『
論
語
』『
文
選
』『
玉
台
新
詠
集
』『
蒙
求
』『
白
氏
文
集
』

は
新
釈
漢
文
大
系
、『
藝
文
類
聚
』
は
上
海
古
籍
出
版
社
の
一
九
九
九
年
第
二
版
、『
元
稹
集
』（
一
九
八
二
年
）
は
中
華
書
局

出
版
、「
桃
花
源
記
」
は
『
陶
淵
明
集
』
に
よ
る
。『
遊
仙
窟
』
は
、
江
戸
初
期
無
刊
記
本
の
本
文
に
よ
る
が
、『
遊
仙
窟
全
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講
増
訂
版
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
五
年
）
も
本
文
比
較
の
際
、
参
考
に
し
た
。『
晋
書
』
は
『
六
朝
詩
人
傳
』（
大
修
館
書
店
、

二
〇
〇
〇
年
）
に
よ
る
書
き
下
し
文
を
参
考
に
し
た
。

一　
『
法
華
経
』
は
岩
波
文
庫
に
よ
り
、
そ
の
他
の
仏
典
はSAT

大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
二
〇
一
八
版
の
本

文
を
用
い
て
い
る
。

一　
『
続
本
朝
往
生
伝
』
は
日
本
思
想
体
系
、『
日
本
三
代
実
録
』『
政
事
要
略
』『
古
事
談
』
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
の
本
文
を
用

い
て
い
る
。

一　

右
の
い
ず
れ
の
場
合
も
、
諸
本
等
に
よ
っ
て
異
同
を
示
す
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
、
本
文
や
注
に
示
し
た
。

序
章
　
十
世
紀
後
半
か
ら
『
源
氏
物
語
』
誕
生
ま
で

は
じ
め
に

『
源
氏
物
語
』
の
表
現
は
、
い
か
に
し
て
創
造
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。『
源
氏
物
語
』
以
前
に
は
、
和
歌
を
は
じ
め
と
し
て
、
漢
詩

文
や
仏
典
、
作
り
物
語
・
歌
物
語
な
ど
様
々
な
先
行
作
品
が
存
在
し
た
。
そ
れ
ら
の
作
品
を
も
と
に
ど
の
よ
う
に
し
て
新
た
な
文
学

作
品
を
創
造
し
て
い
る
か
、『
源
氏
物
語
』
の
表
現
に
至
る
ま
で
の
道
の
り
と
そ
の
達
成
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
本
書
の
目
的
で
あ

る
。
序
章
で
は
、
特
に
『
源
氏
物
語
』
誕
生
直
前
の
十
世
紀
後
半
と
い
う
時
代
と
文
学
に
つ
い
て
論
じ
て
い
き
た
い
。

一
　
和
漢
兼
作
の
時
代

平
安
時
代
は
国
風
化
が
進
ん
だ
時
代
と
言
わ
れ
る
が
、
遣
唐
使
が
廃
止
さ
れ
た
後
も
漢
詩
文
が
正
統
な
学
問
で
あ
り
、
政
治
の
世

界
の
文
書
や
貴
族
の
日
記
は
す
べ
て
漢
詩
文
で
書
か
れ
て
い
た
。
漢
詩
文
は
官
職
を
め
ざ
す
男
性
に
と
っ
て
は
、
必
ず
身
に
付
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
教
養
で
あ
り
学
問
で
あ
っ
た
。
和
歌
は
、『
古
今
集
』
が
勅
撰
和
歌
集
と
し
て
編
ま
れ
る
こ
と
で
、
初
め
て
晴
れ

の
文
学
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
国
風
暗
黒
時
代
と
言
わ
れ
る
平
安
前
期
の
時
代
に
お
い
て
も
、『
万
葉
集
』
の
時

代
か
ら
脈
々
と
和
歌
は
詠
ま
れ
続
け
て
い
た
。『
古
今
集
』
成
立
以
前
の
在
原
業
平
や
遍
照
ら
の
六
歌
仙
と
『
新
撰
万
葉
集
』
の
和

歌
に
は
、
漢
詩
文
の
強
い
影
響
が
み
ら
れ
る
。
六
歌
仙
の
和
歌
で
は
、
業
平
の
対
句
的
な
詠
み
ぶ
り
や
、
遍
照
の
閨
怨
詩
的
な
詠
法

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
宇
多
天
皇
の
時
代
に
成
立
し
た
『
新
撰
万
葉
集
』
に
は
、
和
歌
と
そ
れ
に
対
す
る
漢
詩
が
一
対
で
置
か
れ
、
漢
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詩
的
な
詠
み
ぶ
り
の
み
ら
れ
る
「
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
」
の
歌
な
ど
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。『
新
撰
万
葉
集
』
の
撰
者
と
さ
れ

る
菅
原
道
真
は
、
漢
学
者
で
あ
る
と
と
も
に
詩
人
で
あ
り
歌
人
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
道
真
を
は
じ
め
、
漢
詩
文
に
通
じ
た
紀
友
則
、

藤
原
敏
行
ら
の
歌
人
が
活
躍
し
た
宇
多
天
皇
が
中
心
と
な
る
文
化
圏
で
は
、
特
に
中
国
六
朝
の
漢
詩
文
が
重
視
さ
れ
（
（
（

、
そ
の
影
響
を

受
け
つ
つ
、
技
巧
的
で
知
的
か
つ
遊
戯
的
な
和
歌
が
好
ん
で
詠
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
道
真
の
漢
詩
か
ら
徐
々
に
和
習
化
さ

れ
た
表
現
が
み
ら
れ
、
時
代
が
下
る
に
従
い
、
詠
詩
の
題
材
も
和
習
化
が
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。

『
古
今
集
』
は
、
そ
の
後
の
和
歌
の
規
範
と
し
て
君
臨
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
撰
者
た
ち
に
よ
っ
て
意
図
的
に
封
印
さ
れ
た

和
歌
群
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
宇
多
天
皇
の
時
代
か
ら
盛
ん
に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
屏
風
歌
で
あ
る
。
撰
者
の
一
人
紀
貫
之
は
、

そ
の
歌
集
の
半
分
以
上
を
屏
風
歌
が
占
め
、
職
業
的
屏
風
歌
歌
人
と
い
え
る
が
、
そ
の
屏
風
歌
は
ほ
と
ん
ど
『
古
今
集
』
に
は
入
集

し
て
い
な
い
。『
後
撰
集
』
に
お
い
て
も
、
そ
の
撰
者
で
あ
る
源
順
・
清
原
元
輔
・
大
中
臣
能
宣
ら
は
代
表
的
な
屏
風
歌
歌
人
で
あ

り
な
が
ら
、
撰
者
の
歌
は
撰
集
し
な
い
と
い
う
方
針
の
た
め
に
、
一
首
の
屏
風
歌
も
選
ば
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
『
拾
遺
集
』
に
な

る
と
「
遺
さ
れ
た
も
の
を
拾
う
」
と
い
う
そ
の
名
の
通
り
、
屏
風
歌
を
積
極
的
に
撰
集
し
、
さ
ら
に
梨
壺
の
五
人
に
よ
っ
て
訓
読
さ

れ
た
『
万
葉
集
』
の
歌
や
、
伝
承
歌
な
ど
が
多
数
入
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。『
拾
遺
集
』
の
撰
歌
姿
勢
は
、
十
世
紀
後
半
の
和

歌
の
在
り
方
を
も
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
藤
原
公
任
に
よ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
は
、
屏
風
絵
の
絵
解
き
の
詩
歌
を
集
め
て
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
当
時
屏
風
絵
が
生
活
に
密
着
し
た
存
在
と
し
て
あ
り
、
そ
の
絵
に
つ
い
て
詠
ま

れ
た
屏
風
歌
の
評
価
も
高
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
枕
草
子
』
や
『
源
氏
物
語
』
の
作
品
の
表
現
に
は
、
屏
風
絵
を
参
考
に
し
て

描
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
表
現
が
散
見
し
（
（
（

、
仮
名
の
散
文
表
現
の
発
達
に
屏
風
絵
、
屏
風
歌
が
果
た
し
た
役
割
は
と
て
も
大
き
い
。

花
山
院
が
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
『
拾
遺
集
』
に
は
花
山
院
の
和
歌
の
好
尚
が
表
れ
て
い
る
。
在
位
し
て
い
た
寛
和
二
（
九
八
六
）

年
に
行
わ
れ
た
内
裏
歌
合
に
は
、
円
融
天
皇
の
子
の
日
の
行
事
で
退
出
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
曾
禰
好
忠
を
招
い
て
お
り
、
花
山
院
が

好
忠
を
代
表
と
す
る
新
風
の
和
歌
に
理
解
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
拾
遺
集
』
編
纂
に
関
与
し
た
と
さ
れ
る
藤
原

長
能
と
源
道
済
の
花
山
院
へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
長
能
と
道
済
の
歌
に
は
、
好
忠
歌
や
『
万
葉
集
』
歌
の
影
響
が
み
ら
れ
、
特

に
道
済
は
、
漢
詩
文
を
摂
取
し
た
和
歌
を
詠
む
こ
と
に
意
欲
的
で
「
河
原
院
」
に
親
し
み
を
抱
い
て
い
た
（
（
（

。
そ
の
二
人
の
趣
向
が

『
拾
遺
集
』
の
撰
歌
基
準
に
反
映
さ
れ
、
好
忠
を
始
め
と
す
る
「
河
原
院
周
辺
歌
人
」
詠
や
漢
詩
文
に
基
づ
く
歌
な
ど
が
多
数
入
集

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
紫
式
部
の
父
藤
原
為
時
は
、
花
山
院
の
東
宮
時
代
に
文
章
生
の
身
分
で
副
侍
読
と
し
て
登
用
さ
れ
、
天
皇
の

即
位
の
際
に
は
式
部
丞
に
任
じ
ら
れ
蔵
人
で
あ
っ
た
。
花
山
天
皇
の
退
位
と
と
も
に
十
年
間
の
散
位
生
活
に
甘
ん
じ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
為
時
は
花
山
天
皇
の
好
尚
を
身
近
に
見
聞
す
る
こ
と
で
そ
の
影
響
を
受
け
、
そ
れ
は
娘
の
紫
式
部
に
も
影
響
を
与
え
た
と
思

わ
れ
る
。

十
世
紀
後
半
は
、『
古
今
集
』
の
伝
統
的
な
歌
風
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
新
た
な
歌
風
が
模
索
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
活
躍
し
た
の
が
「
河
原
院
周
辺
歌
人
」
で
あ
る
。
好
忠
や
順
、
源
重
之
ら
初
期
定
数
歌
歌
人
と
と
も
に
、
安
法
法
師
を
主
人
と
す

る
河
原
院
に
集
っ
た
恵
慶
法
師
・
能
宣
・
元
輔
・
源
兼
澄
・
平
兼
盛
ら
の
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
河
原
院
を
舞
台
に
し
て
、
歌
会

や
詩
会
を
開
き
、
仲
間
内
だ
け
で
共
通
す
る
趣
向
を
持
ち
、
和
歌
や
漢
詩
文
を
詠
ん
で
い
た
。
そ
の
中
で
順
と
能
宣
は
、
重
明
親
王

の
娘
で
あ
る
斎
宮
女
御
を
中
心
と
す
る
文
化
圏
と
も
関
わ
り
を
持
ち
、
そ
の
文
化
圏
と
河
原
院
の
文
化
圏
は
、
隠
逸
的
で
漢
詩
文
の

影
響
の
強
い
和
歌
を
詠
む
点
で
重
な
り
が
み
ら
れ
る
。
順
が
源
高
明
の
家
司
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
高
明
を
中
心
と
す
る
文
化
圏
と

も
重
な
り
、
そ
こ
か
ら
『
蜻
蛉
日
記
』
を
執
筆
し
た
藤
原
道
綱
の
母
と
の
影
響
関
係
も
み
ら
れ
る
。

二
　
好
忠
と
「
河
原
院
周
辺
歌
人
」

好
忠
は
、「
好
忠
百
首
」「
毎
月
集
」
な
ど
、
初
期
定
数
歌
を
発
案
し
一
世
を
風
靡
し
た
。「
好
忠
百
首
」
に
応
じ
る
形
で
「
順
百


